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。

 
「
鎌
倉
雑
詠
」

西
田
幾
多
郎
は
京
都
大
学
を
定
年
退
官
後
、
鎌
倉
に
も
う
一
つ
家
を
持
ち
、
季
節
に
よ
っ
て
京
都
と
鎌
倉
を
行
き
来
す
る
生
活
と

な
り
ま
し
た
。
終
焉
の
地
と
な
っ
た
鎌
倉
の
家
は
、
「
学
習
院
西
田
幾
多
郎
博
士
記
念
館
（
寸
心
荘
）
」
と
し
て
現
在
も
保
存
・
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
の
歴
史
や
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
鎌
倉
に
関
す
る
和
歌
や
漢
詩
、
文
章
も
多
く
残
し
た
西
田
幾
多
郎
。

ゆ
か
り
の
深
い
鎌
倉
の
地
で
、
講
演
会
・
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

20179/23（土・祝）、24（日）

講演会＋ 

レクチャー 
9/23（土・祝） 

13：30 〜 16：30 
（開場 12：30）

鎌倉女子大学 二階堂学舎 
鎌倉市二階堂 890-1　◎定員／ 200 名 

講師／竹内　整一・岡野　浩 

［交通アクセス］JR 横須賀線鎌倉駅東口（八幡宮側）バス

ターミナル 5 番乗り場から、京急バスで約 10 分。「杉本観音」

バス停下車。鎌倉駅方向へ 100 メートル程戻る。

見 学 会 
9/24（日） 

① 10：30 〜 
② 13：30 〜

学習院西田幾多郎博士記念館（寸心荘） 

鎌倉市稲村が崎 3-11-1　◎定員／各回 25 名 

［交通アクセス］江ノ島電鉄：鎌倉駅→稲村が崎駅下車（15 分） 

徒歩（15 分）→学習院西田幾多郎博士記念館（寸心荘）

◎参加費無料 ◎両日ともに要申込、先着順。8月 1日より受付開始。定員になり次第締切とさせていただきます。

石川県西田幾多郎記念哲学館 
〒 929-1126 石川県かほく市内日角 井１　TEL 076-283-6600 FAX 076-283-6320 
URL：http://www.nishidatetsugakukan.org　E-mail：nishida-museum@city.kahoku.ishikawa.jp

お申し込み 
お問合せ先

主催／石川県西田幾多郎記念哲学館（かほく市） 

共催／鎌倉女子大学、学校法人 学習院　後援／鎌倉市教育委員会（予
定）　協力／寸心荘読書会

鎌倉駅

二階堂
学　舎

●宝戒寺

　バス
●ロータリー

●
バス停「杉本観音」

●

鶴岡八幡宮●

鎌倉市立●
第二小　

至大船

至鎌倉宮

JR横須賀線

江ノ島電鉄線

至逗子

至逗
子

稲村ケ崎

学習院
西田幾多郎博士
記念館（寸心荘）

鎌倉静養館●

至逗子至江ノ島

江ノ島電鉄線

西
田
幾
多
郎
生
誕
の
地
・
ゆ
か
り
の
地
交
流
事
業

西
田
幾
多
郎
が 愛した鎌倉

鎌倉の家の縁側で



西田幾多郎誕生の地、石川県かほく市へ
北陸新幹線（東京→金沢間・2 時間 28 分）

所 在 地：〒 929―1126　石川県かほく市内日角井 1

 TEL：076―283―6600　FAX：076―283―6320

 URL：http://www.nishidatetsugakukan.org
設計：安藤忠雄

<FAX でお申し込みの場合は、下記項目をご記入の上 076―283―6320 まで送信ください。>

参加希望 9/23（土）□講演会　9/24（日）□①10：30 〜　□②13：30 〜
※ 参加ご希望の箇所に 

印をつけてください。

お

フ リ ガ ナ

名 前

ご 住 所
〒　　　　―

T E L（ 携 帯 可 ）
※個人情報は、当イベントに関する目的以外には使用しません。
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倉

 講演会＋レクチャー 
9/23（土・祝）13：30 〜 16：30（開場 12：30）

「〈魂にふれる〉ということ」

竹
たけ

内
うち

　整
せい

一
いち

（鎌倉女子大学教授、東京大学名誉教授）

1946 年生まれ。長野県出身。現在、鎌倉女子大学

教授、東京大学名誉教授。専門は、倫理学・日本思想。「日

本倫理学会」前会長。NHK 高校講座「倫理」「こころ

をよむ」講師、「日めくり万葉集」選者、などを務める。

著書に、『「やさしさ」と日本人』、『「おのずから」と

「みずから」』、『日本人はなぜ「さようなら」と別れる

のか』、『やまと言葉で哲学する』、『花びらは散る　花

は散らない』、『日本思想の言葉』等。

「西田幾多郎と終の棲家」

岡
おか

野
の

　浩
ひろし

（学習院西田幾多郎博士記念館管理人、学習院大学講師）

1962 年生まれ。鎌倉市出身。学習院大学大学院人

文科学研究科で学ぶ。現在、学習院大学講師。1998

年より学習院西田幾多郎博士記念館（寸心荘）の管理・

運営にあたっており、2007 年より市民対象の読書会

を開催している。専門は近現代哲学・社会哲学・生命

倫理学。共編著に『考える福祉』、『西田幾多郎関係資

料目録―付全集未収録書簡』等。

 見学会 
9/24（日）① 10：30 〜　② 13：30 〜

高台に位置する別荘風の家で、昭和8年以降西田幾多

郎は毎年夏と冬をこの場所で過ごしています。昭和20年

6月7日、琴夫人と六女梅子に見守られて西田はこの場所

で75年の生涯を閉じました。昭

和52年より学習院が管理する

施設として、教育研究の場とし

て利用されています。このたび

は管理人・岡野浩氏に案内いた

だきながら家の中を見学します。

武も
の
の
ふ士

の
血
汐
に
そ
み
し
鎌
倉
の
山
の
く
ま
ぐ
ま
落
葉
ふ
み
ゆ
く　

寸
心

天
地
の
分
れ
し
時
ゆ
よ
ど
み
な
く
ゆ
ら
ぐ
海
原
見
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も　

寸
心

大
海
原
た
つ
小
波
も
く
し
き
か
な
常
世
の
国
に
通
ふ
と
お
も
へ
ば　

寸
心

西田幾多郎誕生の地 

石川県かほく市

西田幾多郎終焉の地 

神奈川県鎌倉市

学習院 西田幾多郎博士記念館（寸心荘）

鎌倉の家の縁側で、弟子の三木清と 
1935（昭和 10）年 65 歳頃

鎌倉の海岸の前で


